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C O N T E N T S

議会ライブ中継録画映像
スマホでも本会議の動画が視聴できます▶

新型コロナウイルス感染症対策を講じた3月定例会
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卒業卒業 ありがとう、山田小学校ありがとう、山田小学校

さようなら、山田小学校さようなら、山田小学校

　山田地区の5つの小学校が統合し、新たな歴史を刻み始めた山田小学校。創立後、初め
てとなる卒業式が、3月19日に執り行われ、64人の児童が卒業を迎えました。
　新型コロナウイルス感染拡大という厳しい状況下での開催となりましたが、マスクの
下の児童たちは笑顔いっぱい。希望に満ちた旅立ちとなりました。
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市街地整備 子育て

生活支援 歴史・文化

議案
番号

議案名
（一部省略しています）

主 な 内 容
審
議
結
果

賛
成 （
人
）

反
対 （
人
）

議案第1号 令和元年度一般会計補正予算
（第7号）

予算総額に2,930万8千円を追加し、補正後の総額を366億
8,953万8千円とする。歳出は、10月25日の大雨で崩壊し
た農道の災害復旧工事費など580万8千円、台風19号によ
り佐原河川敷緑地に堆積した土砂および漂着ごみの撤去処分
費など2,350万円。歳入は、国県支出金などの特定財源に所
要の補正をするほか財政調整基金繰入金を減額

可決 21 0

議案第2号 印鑑条例の一部改正 国の印鑑登録証明事務処理要領の一部改正に伴い、所定の要
件を満たした成年被後見人の印鑑登録ができるよう改正 可決 21 0

議案第3号 工事請負契約の変更
（わらびが丘小学校整備工事）

工事内容の一部変更により、工事費を656万400円増額し、
変更後の契約額を4億8,066万400円とする 可決 21 0

議案第4号 専決処分の承認
（損害賠償の額）

令和元年台風15号の暴風により、市有地の立木が倒れ、住宅
等を損傷させた事故の損害賠償額を専決処分 承認 21 0

香取市が誕生して15年目の年となる、令和2年度の主な事業をご紹介します。

「公共交通ネットワークを強化」 「民間のノウハウを活用」

佐原駅北口交通拠点整備事業  ....... 43,055千円
佐原駅北口にバス
ターミナルを整備
するための用地購
入と駐輪場移設を
実施。

放課後児童クラブ運営事業  .......  179,602千円

児童の健全な育成
のため民間のノウ
ハウを活用し運営。

議員個別の採決結果は、市議会ホームページをご覧ください。

3月定例会 審 議 結 果

1月臨時会 議案および採決結果概要です

「安全・安心な住まいを」 「文化財建造物として後世に」

被災住宅修繕緊急支援事業  .......  693,000千円

令和元年の台風被
害により被災した
住宅の補修工事を
支援。

三菱銀行佐原支店旧本館保存修理事業  ....  199,748千円

町並みの交流拠点
としての活用に向
け、耐震補強工事
を実施。

人が    き人が    うまちの実現に向けて 輝 集
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6,696万8千円

12億4,802万円

3億9,300万円

321億2,000万円

3億1,325万1千円

4億1,010万円

47.4%

8.2%

38%

62%

14%

8.3%

4.8%

2.4%

6.7%

8.2%

9.1%

13%

19.2%

11.8%

15.4%

20.2% 26.5%

11.5%

25.8%

3.1%

持続可能な財政運営を基本とした予算編成を注視

　3月9日から11日までの3日間、予算審査特別委員
会を開催し、令和2年度の予算を審査しました。審査の
結果、当初予算は全て原案のとおり可決しました。

令和2年3月定例会
（2月25日～ 3月18日/会期23日間）

「みんなのお金」の
使い道をチェック！

予算審査特別委員会

■一般会計予算額
321億 2,000万円

■特別会計予算額

国民健康保険事業 97億1,000万円
介護保険事業 72億4,000万円
観光事業 1億1,800万円
土地取得事業 10万円
後期高齢者医療事業 10億6,400万円
太陽光発電事業 2億3,300万円

183億 6,510万円
水道事業 36億3,313万8千円
簡易水道事業 2億6,636万3千円
病院事業 44億7,749万8千円
公共下水道事業 26億9,995万3千円
農業集落排水事業 3億7,064万9千円

■公営企業会計予算額（支出）
114億 4,760万1千円
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「みんなのお金」の使い道をチェック！

3月定例会で審議された議案等▶ 合計 32件
市長提出議案 27件／認定 1件／諮問 2件／請願 1件／陳情 1件

被災した旧佐原第二中学校校舎

小学生にタイ語の数字を教える国際交流員

栗源地区簡易水道大畑浄水場

被災した旧佐原第二
中学校校舎の撤去等
委託料6,912万円を計上

旧学校施設等管理費増額の要因は。

旧佐原第二中学校校舎が令和元年の台風により被
災し、危険なため撤去等委託料6,912万円を予算計
上し、また、学校統合により管理する旧学校施設が
増えることも増額の要因となっています。

A

Q

予算審査

4

国際交流員2人配置
観光資源の情報発信

観光振興対策費の国際交流員の活動内容は。

現在2人を配置し、インバウンドの戦略サポーター
として、観光情報の多言語化やSNSを活用した外
国人目線による観光資源の情報発信に従事してい
るほか、商談会や地域の国際交流活動にも参加して
います。

A

Q

予算審査

5

水道施設統廃合事業により、城山浄水場から栗源地
区へ送水する計画です。また、工期は平成29年度か
ら令和7年度の計画ですが、合併特例債期限が令和
12年度まで延長されたことを受け、事業費の平準
化を図るためスケジュールを検討します。

A

水道事業の小見川地区城山浄水場の施設が新しく
なった場合、栗源地区へ水道を整備するのか。また、
工期は。

Q

城山浄水場から栗源
地区へ送水を計画

予算審査

6
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3月定例会 審議結果

　　　 一般会計の歳入歳出予算の総額は、321億2千万円で、前年度より6億9千万円、2.2％の
増となっています。

特別会計6会計の歳入歳出予算の合計額は、183億6,510万円で、前年度より15億1,300万円、
7.6％の減、公営企業会計5会計の収益的支出および資本的支出の合計額は、114億4,760万1千円で、
前年度より75億8,138万7千円、196.1％の増で、全会計の総額は、619億3,270万1千円となり、
前年度より67億5,838万7千円、12.2％の増となっています。

概要

　全体としては賛同したいと思いますが、主要な自主財源である市民税の2億6,900万円もの減少、財政調整基
金を11億5千万円も取り崩した上での予算編成となっています。普通交付税の合併算定替えによる優遇措置

も令和2年度は最終年度となり、今後ますます厳しい財政運営が求められていく中での予算編成で、継続事業とはい
え多額の予算が措置されている佐原駅周辺地区複合公共施設整備事業の工事請負費には異議を申し立てざるを得ませ
ん。また、橘ふれあい公園も、36ホールのパークゴルフ場は、今なお負の遺産にならないか危惧を感じています。今後
の維持管理の負担を負うのは市民であります。香取市は市民協働のまちづくりを推進していますが、市民が納得でき
るような、市民との信頼関係を築く行政の姿勢を強く求め、賛成します。

討論

令和2年度一般会計予算321億2千万円
前年度比2.2％増

予算審査

1

防災行政無線子局のマスト塗装防災行政無線子局のマスト塗装

防災行政無線修繕料830万円の内容は。

内訳は、バッテリー交換に伴うものが520万円、子局の
放送塔にあるマスト塗装に220万円、そのマストの配管
修理に90万円です。

A
Q

防災行政無線保守点検、
修繕費等に1,772万円

予算審査

2

働く保護者のための保育施設

幼児教育・保育の無償化に伴い、市町村の確認を受けた認
可外保育施設等を利用した場合の利用料を保護者に給付
するものです。いったん利用者が施設に支払いをした後
に償還払いを行います。これを受けるためには、保育の認
定を受ける必要があります。

A

子育てのための施設等利用給付事業の内容は。Q

認可外保育施設等の利
用料を保護者に給付

予算審査

3
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総務企画常任委員会／福祉教育常任委員会／生活経済建設常任委員会

4

5

6

小見川ふれあいセンター（一ノ分目地先）

議案第22号　小見川ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について

小見川ふれあいセンター
を閉鎖

施設を公衆便所および自転車駐車場として継続利用

入場者数は平成28年度が252人、平成29年度が139
人、平成30年度が86人、令和元年度が2月末現在
で50人です。主な利用者はJR水郷駅の利用客です。

A

近年の利用状況と主な利用者は。Q

議案第27号　香取市小見川河川広場の指定管理者の指定について

小見川河川広場の指定
管理者が決定

令和2年4月1日から5年間、北総漁業協同組合を引
き続き指定管理者として指定

河川ドックの利用料収入で、事務所経費、草刈り代
などを賄っています。

A

管理内容は。Q

小見川河川広場（阿玉川番外地先）

議案第25号　市道路線の認定及び廃止について

市道の路線網を整備

岩部地先および鳥羽地先の市道の一部を廃止し、路
線網整備を実施

はじめに市道路線認定の用途を廃止します。その後、
普通財産に戻し、財政課との協議となります。

A

市道路線廃止後の手続きは。Q

用途廃止する市道7522号線（岩部地先）
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3月定例会 審議結果

こんなことが
決まりました！

審議結果
1

2

3

▲たまつくり保育所

▼香西保育所

議案第23号　財産の無償譲渡について（香取市たまつくり保育所）
議案第24号　財産の無償譲渡について（香取市香西保育所）

たまつくり保育所、香西保育所を
無償譲渡

令和2年4月1日に建物を学校法人 慈母学園および
社会福祉法人 まんまる保育園に無償譲渡

現在、従事している職員は、無償譲渡後も
従事します。

A

無償譲渡後も引き続き職員は従事するのか。Q

議案第18号　香取市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について

行政手続の利便性を向上
情報通信の技術の利用に関する法律が改正

固定資産評価審査制度において行政手続の利便性を図るため、
国の法律に沿った改正を行いました。

A

条例改正の内容は。Q

電子申請で便利に

議案第21号　香取市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

形成外科の診療を令和
2年4月1日から開始

香取おみがわ医療センターの診療科目に形成外科を追加

やけどや顔の骨折、傷痕、あざやほくろの治療などを重点的に
診療します。診療体制は週2回。診察時間は、月曜日は午後のみ、
木曜日は一日。午前診療の受付時間は8時から11時30分まで、
午後診療の受付時間は13時30分から15時30分までです。

A

形成外科の診療科目の詳細は。診察時間等は。Q

診療科目が増える香取おみがわ医療センター

　令和2年3月定例会を2月25日から3月18日までの23日間にわたり開催しま
した。3月12日に総務企画常任委員会、福祉教育常任委員会、13日には生活
経済建設常任委員会を開催し、条例の一部改正、財産の無償譲渡など、付託
された議案等を審議しました。
　この審議の一部を、ご紹介します。
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議案・採決結果

議案
番号

議案名
（一部省略しています）

主 な 内 容 審
議
結
果

賛
成 （
人
）

反
対 （
人
）予 算 概 要

議案第16号 令和元年度下水道事業
特別会計補正予算（第3号）

△3,953万4千円　補正後総額
15億2,009万6千円 事業実績および決算見込みに基づき補正 可決 21 0

議案第17号 令和元年度病院事業会
計補正予算（第1号）

収益的収支：収入△3,380万円/
支出4,620万円
資本的収支：収入△4,870万円/
支出△4,878万5千円

収益的支出は診療材料費などを追加し、資本
的支出は工事請負費を減額 可決 21 0

条例・財産・市道認定・任命・指定管理・決算認定・諮問・請願・陳情

議案
番号

議案名
（一部省略しています）

主 な 内 容
審
議
結
果

賛
成 （
人
）

反
対 （
人
）

議案第18号
（総務企画）

固定資産評価審査委員
会条例の一部改正

行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の改正に伴い、オンライ
ンによる申請などの適用に係る規定が見直されたため改正 可決 21 0

議案第19号
（福祉教育）

保育所設置および管理
に関する条例の一部改正

4月1日から東大戸保育所を瑞穂保育所に統合し、たまつくり保育所および香西保
育所を社会福祉法人などへ移譲するため改正 可決 21 0

議案第20号
（福祉教育）

子どものための教育・
保育に関する利用者負
担額を定める条例の一
部改正

子ども・子育て支援法の改正に伴い、用語を整理 可決 21 0

議案第21号
（福祉教育）

病院事業の設置等に関
する条例の一部改正

4月1日から新たに形成外科の診療を開始するため、診療科目に追加するなどによ
り改正 可決 21 0

議案第22号
（生活経済建

設）

小見川ふれあいセンタ
ーの設置および管理に
関する条例の廃止

地域間交流および観光振興のための利用が見込めないため、施設閉鎖に伴い条例
を廃止 可決 21 0

議案第23号
（福祉教育）

財産の無償譲渡（たま
つくり保育所） たまつくり保育所を学校法人慈母学園へ移譲することに伴い建物を無償譲渡 可決 21 0

議案第24号
（福祉教育）

財産の無償譲渡（香西
保育所） 香西保育所を社会福祉法人まんまる保育園へ移譲することに伴い建物を無償譲渡 可決 21 0

議案第25号
（生活経済建設）

市道路線の認定および
廃止

岩部地先の産業用地としての活用および鳥羽地先の水道用地の用途廃止に伴い4
路線を認定・3路線を廃止 可決 21 0

議案第26号 教育委員会の委員の任命 伊藤博和氏を新たに教育委員会の委員に任命することに議会の同意を求める 同意 21 0

議案第27号
（生活経済建設）

小見川河川広場の指定
管理者の指定 4月1日から5年間、小見川河川広場の指定管理者として北総漁業協同組合を指定 可決 21 0

認定第1号
（福祉教育）

令和元年度香取市東庄
町病院組合立国保小見
川総合病院事業会計決算

令和元年8月31日で解散した香取市東庄町病院組合の打切り決算を市が事務承継
したため、議会の認定を求める 認定 21 0

諮問第1号 人権擁護委員の候補者
の推薦 佐伯悦夫氏を候補者に推薦することに、議会の意見を求める 適任者

と決定 21 0

諮問第2号 人権擁護委員の候補者
の推薦 藤崎祥雄氏を候補者に推薦することに、議会の意見を求める 適任者

と決定 21 0

請願第6号
（総務企画）

日本政府に国連におけ
る核兵器禁止条約の批
准を求める意見書提出
を求める請願

核兵器全面禁止のため、日本政府が核兵器禁止条約を批准することを求める意見
書提出を求めることの請願 不採択 6 15

陳情第11号
（福祉教育）

シニア健康プラザのト
レーニング機器の存続
使用についての陳情

今後もシニア健康プラザのトレーニング機器を存続して使用できるようにするこ
との陳情 不採択 5 16

議員個別の採決結果は、市議会ホームページをご覧ください。
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3月定例会 審議結果

議案
番号

議案名
（一部省略しています）

主 な 内 容 審
議
結
果

賛
成 （
人
）

反
対 （
人
）予 算 概 要

議案第1号
（予算審査） 令和2年度一般会計予算 総額321億2,000万円　前年度比

6億9,000万円（2.2％）
台風被害に伴う被災住宅修繕緊急支援事業に
約7億円を計上したことにより民生費が増加 可決 18 3

議案第2号
（予算審査）

令和2年度国民健康保
険事業特別会計予算

総額97億1,000万円　前年度比
△1億6,000万円（△1.6%） 被保険者数の減に伴い保険給付費が減少 可決 19 2

議案第3号
（予算審査）

令和2年度介護保険事
業特別会計予算

総額72億4,000万円　前年度比
3億円（4.3%）

要介護認定者および介護サービス利用者の増に
伴い保険給付費および地域支援事業費が増加 可決 21 0

議案第4号
（予算審査）

令和2年度観光事業特
別会計予算

総額1億1,800万円　前年度比△
1,800万円（△13.2％）

水郷佐原あやめパーク管理業務の指定管理者
委託に伴い観光事業費が減少 可決 21 0

議案第5号
（予算審査）

令和2年度土地取得事
業特別会計予算 10万円 基金への利息積み立て 可決 21 0

議案第6号
（予算審査）

令和2年度後期高齢者
医療事業特別会計予算

総額10億6,400万円　前年度比
1億1,000万円（11.5%）

被保険者数および給付の増を踏まえた保険料
率の改定に伴い後期高齢者医療広域連合納付
金が増加

可決 21 0

議案第7号
（予算審査）

令和2年度太陽光発電
事業特別会計予算

総額2億3,300万円　前年度比
100万円（0.4%） 消費税率の改定に伴い売電収入が増加 可決 21 0

議案第8号
（予算審査）

令和2年度水道事業会
計予算

収益的収支：収入19億3,993万
7千円/支出18億3,407万円
資本的収支：収入11億3,727万
2千円/支出17億9,906万8千円

給水戸数を2万2,978戸、年間総給水量を
675万1,072㎥と見込み計上 可決 21 0

議案第9号
（予算審査）

令和2年度簡易水道事
業会計予算

収益的収支：収入1億3,679万4
千円/支出1億2,479万9千円
資本的収支：収入9,431万4千円
/支出1億4,156万4千円

給水戸数を839戸、年間総給水量を26万
8,110㎥と見込み計上 可決 21 0

議案第10号
（予算審査）

令和2年度病院事業会
計予算

収益的収支：収入32億5,262万
6千円/支出35億7,071万3千円
資本的収支：収入8億39万1千円
/支出9億678万5千円

病床数を100床、年間患者数を入院3万
1,025人・外来10万3,630人と見込み計上 可決 21 0

議案第11号
（予算審査）

令和2年度公共下水道
事業会計予算

収益的収支：収入16億3,070万
6千円/支出16億2,833万4千円
資本的収支：収入6億3,350万9
千円/支出10億7,161万9千円

処理区域内人口を2万2,643人、年間汚水処
理水量を359万1,000㎥と見込み計上 可決 21 0

議案第12号
（予算審査）

令和2年度農業集落排
水事業会計予算

収益的収支：収入3億653万1千
円/支出2億7,548万2千円
資本的収支：収入2,102万5千円
/支出9,516万7千円

処理区域内人口を3,042人、年間汚水処理量
を28万7,000㎥と見込み計上 可決 21 0

議案第13号 令和元年度一般会計補
正予算（第8号）

△757万7千円　補正後総額366
億8,196万1千円

ふるさと香取応援寄附金事業に6,150万7千
円を追加し、被災家屋等の解体撤去費など
に3,000万円、小・中学校のトイレ洋式化
工事費などに6,515万円、台風被害で損壊し
た新島中学校屋内運動場大規模改修費に2億
2,853万6千円を計上

可決 21 0

議案第14号
令和元年度国民健康保
険事業特別会計補正予
算（第2号）

4,100万円　補正後総額99億
4,047万円 病院事業会計の運営に対する補助金を計上 可決 21 0

議案第15号
令和元年度農業集落排
水事業特別会計補正予
算（第4号）

― 災害復旧事業債追加に伴い総額を変更せずに
歳入予算の内容を変更 可決 21 0

議案および
採決結果概要です
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8人の議員が一般質問

質問事項

佐原中学校吹奏楽部で使用している楽器
（ホルン）

Q
り
患
や
副
反
応
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
、子
宮

り
患
や
副
反
応
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
、子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
へ
の
取
り
組

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
へ
の
取
り
組

み
は
。

み
は
。

A
医
療
機
関
で
有
効
性
や
安
全
性
を
確
認
し
た

医
療
機
関
で
有
効
性
や
安
全
性
を
確
認
し
た

上
で
接
種
す
る
よ
う
説
明
す
る
と
と
も
に
、

上
で
接
種
す
る
よ
う
説
明
す
る
と
と
も
に
、

接
種
機
会
が
あ
る
こ
と
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
健
康

接
種
機
会
が
あ
る
こ
と
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
健
康

づ
く
り
だ
よ
り
で
、お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

づ
く
り
だ
よ
り
で
、お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

Q
情
報
不
足
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
低
迷

情
報
不
足
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
低
迷

が
続
い
て
い
る
が
、市
の
対
策
は
。

が
続
い
て
い
る
が
、市
の
対
策
は
。

A
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
を
逸
失
す
る
こ
と
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
を
逸
失
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、令
和

な
い
よ
う
、令
和
2
年
度
が
最
終
の
機
会
と

年
度
が
最
終
の
機
会
と

な
る
高
校

な
る
高
校
1
年
生
に
相
当
す
る
対
象
者
に

年
生
に
相
当
す
る
対
象
者
に
3
月
中
に

月
中
に

通
知
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

通
知
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
設
置
推
進
を

Q
亡
く
な
っ
た
人
へ
の
手
続
き
の
現
状
は
、ど

亡
く
な
っ
た
人
へ
の
手
続
き
の
現
状
は
、ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、具
体
的
な
各

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、具
体
的
な
各

窓
口
お
よ
び
事
務
手
続
き
に
か
か
る
時
間
は
。

窓
口
お
よ
び
事
務
手
続
き
に
か
か
る
時
間
は
。

A
死
亡
届
出
後
の
手
続
き
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、

死
亡
届
出
後
の
手
続
き
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
人
が
、

亡
く
な
ら
れ
た
人
が
、7575
歳
以
上
の
高
齢
者
で
国
民

歳
以
上
の
高
齢
者
で
国
民

年
金
加
入
者
の
場
合
、葬
祭
費
と
国
民
年
金
の
手
続

年
金
加
入
者
の
場
合
、葬
祭
費
と
国
民
年
金
の
手
続

き
な
ど
で

き
な
ど
で
3030
分
程
度
、介
護
保
険
の
手
続
き
で

分
程
度
、介
護
保
険
の
手
続
き
で
1010
分

程
度
、合
わ
せ
て

程
度
、合
わ
せ
て
4040
分
程
度
で
す
。

分
程
度
で
す
。

Q
心
的
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る「
お
く
や
み
」に

心
的
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る「
お
く
や
み
」に

特
化
し
た
窓
口
の
設
置
で
、さ
ら
な
る
時
間

特
化
し
た
窓
口
の
設
置
で
、さ
ら
な
る
時
間

短
縮
を
。

短
縮
を
。

A
総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
効
果
や
改
善
点
な
ど

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
効
果
や
改
善
点
な
ど

を
検
証
し
、手
続
き
に
か
か
る
負
担
が
軽
減

を
検
証
し
、手
続
き
に
か
か
る
負
担
が
軽
減

で
き
る
よ
う
に
業
務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

で
き
る
よ
う
に
業
務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

調
整
さ
れ
た
楽
器
で

充
実
し
た
演
奏
を

Q
中
学
校
の
備
品
楽
器
の
使
用
率
と
、そ
の
楽

中
学
校
の
備
品
楽
器
の
使
用
率
と
、そ
の
楽

器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
の
状
況
は
。

器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
の
状
況
は
。

A
市
内
中
学
校

市
内
中
学
校
7
校
の
う
ち
、吹
奏
楽
部
の
あ

校
の
う
ち
、吹
奏
楽
部
の
あ

る
5
校
で
使
用
で
き
る
楽
器
数
は
、

校
で
使
用
で
き
る
楽
器
数
は
、1
4
5

台
で
す
。学
校
の
楽
器
を
使
用
す
る
生
徒
が

台
で
す
。学
校
の
楽
器
を
使
用
す
る
生
徒
が
7171
人
、
人
、

個
人
の
楽
器
を
使
用
す
る
生
徒
が

個
人
の
楽
器
を
使
用
す
る
生
徒
が
3232
人
で
す
。定
期

人
で
す
。定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、音

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、音

楽
担
当
者
が
可
能
な
範
囲
で
行
い
、不
具
合
が
生
じ

楽
担
当
者
が
可
能
な
範
囲
で
行
い
、不
具
合
が
生
じ

た
場
合
は
、業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

た
場
合
は
、業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

Q
楽
器
寄
付
ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入
で
、楽
器

楽
器
寄
付
ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入
で
、楽
器

不
足
解
消
の
一
助
に
で
き
な
い
か
。

不
足
解
消
の
一
助
に
で
き
な
い
か
。

A
市
の
制
度
で
は
現
金
で
の
寄
付
を
前
提
と
し

市
の
制
度
で
は
現
金
で
の
寄
付
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
が
、楽
器
の
み
な
ら
ず
高
額
な
備

て
い
ま
す
が
、楽
器
の
み
な
ら
ず
高
額
な
備

品
な
ど
も
、財

品
な
ど
も
、財

政
負
担
の
軽
減

政
負
担
の
軽
減

が
図
ら
れ
ま
す

が
図
ら
れ
ま
す

の
で
、活
用
方

の
で
、活
用
方

法
や
必
要
性
な

法
や
必
要
性
な

ど
を
調
査
研
究

ど
を
調
査
研
究

し
ま
す
。

し
ま
す
。 ◆ 予防接種事業

◆ 住民サービスの向上
◆ 小中学校の部活動

子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の

接
種
率
向
上
を

辻　

達
広 

議
員

つ
じ　
　

た
つ
ひ
ろ
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QRコードからスマホで
動画が見られます！ 3月定例会

質問事項

市が無償譲渡する養護老人ホームひまわり苑

土
地
購
入
費
は

1
億
1
5
0
0
万
円

Q
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
苑
を
現
在
の
指

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
苑
を
現
在
の
指

定
管
理
者
の
江
戸
川
豊
生
会
に
無
償
譲
渡
す

定
管
理
者
の
江
戸
川
豊
生
会
に
無
償
譲
渡
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、土
地
購
入
費
に

る
と
の
こ
と
だ
が
、土
地
購
入
費
に
1
億
1
5
0
0

万
円
な
ど
、こ
れ
ま
で
多
額
の
税
金
を
投
入
し
て
い

万
円
な
ど
、こ
れ
ま
で
多
額
の
税
金
を
投
入
し
て
い

る
。土
地
の
買
収
費
、建
設
費
、造
成
費
、指
定
管
理

る
。土
地
の
買
収
費
、建
設
費
、造
成
費
、指
定
管
理

し
て
か
ら
の
修
繕
費
、工
事
費
と
敷
地
面
積
は
。

し
て
か
ら
の
修
繕
費
、工
事
費
と
敷
地
面
積
は
。

A
敷
地
面
積
は
、

敷
地
面
積
は
、5
0
7
9

5
0
7
9
㎡
、用
地
取
得
な

㎡
、用
地
取
得
な

ど
に
ど
に
1
億
1
5
1
6

1
5
1
6
万
6
千
円
、建
設
工
事

千
円
、建
設
工
事

費
に
費
に
1313
億
8
0
4
6

8
0
4
6
万
円
で
す
。指
定
管
理
移
行
後

万
円
で
す
。指
定
管
理
移
行
後

は
、施
設
維
持
管
理
費
と
し
て
、協
定
で
毎
年

は
、施
設
維
持
管
理
費
と
し
て
、協
定
で
毎
年
5
0
0

万
円
、そ
の
他
空
調
設
備
設
置
に

万
円
、そ
の
他
空
調
設
備
設
置
に
3
6
7
1

3
6
7
1
万
2
千

円
等
を
支
出
し
て
い
ま
す
。土
地
の
造
成
は
、国
が

円
等
を
支
出
し
て
い
ま
す
。土
地
の
造
成
は
、国
が

行
っ
て
い
る
た
め
、金
額
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

行
っ
て
い
る
た
め
、金
額
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

Q
ひ
ま
わ
り
苑
の
み
土
地
の
無
償
譲
渡
で
、他

ひ
ま
わ
り
苑
の
み
土
地
の
無
償
譲
渡
で
、他

の
施
設
は
す
べ
て
無
償
貸
与
の
理
由
は
。

の
施
設
は
す
べ
て
無
償
貸
与
の
理
由
は
。

A
養
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営
を
継
続
す
る
こ
と
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営
を
継
続
す
る
こ
と
、

施
設
を
適
正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
を
条
件

施
設
を
適
正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
い
ま
す
。公
募
の
時
点
で
建
物
は
築

と
し
て
い
ま
す
。公
募
の
時
点
で
建
物
は
築
2525
年
を
年
を

経
過
し
て
お
り
、譲
渡
後
に
事
業
者
が
負
担
す
る
こ

経
過
し
て
お
り
、譲
渡
後
に
事
業
者
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
る
維
持
経
費
を
考
慮
し
、経
済
的
イ
ン
セ
ン

と
と
な
る
維
持
経
費
を
考
慮
し
、経
済
的
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ（
動
機
付
け
）と
し
て
補
助
手
法
を
適
用
し
ま

テ
ィ
ブ（
動
機
付
け
）と
し
て
補
助
手
法
を
適
用
し
ま

し
た
。

し
た
。

Q
無
償
譲
渡
す
る
た
め
に

無
償
譲
渡
す
る
た
め
に
9
千
万
円
を
修
繕
費
、

千
万
円
を
修
繕
費
、

工
事
費
に
掛
け
て
い
る
が
、今
後
、ひ
ま
わ

工
事
費
に
掛
け
て
い
る
が
、今
後
、ひ
ま
わ

り
苑
は
何
年
使
用
で
き
る
の
か
。

り
苑
は
何
年
使
用
で
き
る
の
か
。

A
適
正
に
維
持
管
理
を
継
続
し
な
が
ら
使
用
し

適
正
に
維
持
管
理
を
継
続
し
な
が
ら
使
用
し

た
場
合
、

た
場
合
、2020
年
は
、事
業
が
継
続
で
き
る
と

年
は
、事
業
が
継
続
で
き
る
と

考
え
ま
す
。

考
え
ま
す
。

無
償
譲
渡
は

監
査
請
求
の
対
象
で
は

Q
ひ
ま
わ
り
苑
は
、い
つ
行
政
財
産
か
ら
普
通

ひ
ま
わ
り
苑
は
、い
つ
行
政
財
産
か
ら
普
通

財
産
に
し
た
の
か
。

財
産
に
し
た
の
か
。

A
所
有
権
を
移
転
す
る
と
き
に
、普
通
財
産
に

所
有
権
を
移
転
す
る
と
き
に
、普
通
財
産
に

変
更
し
ま
す
。

変
更
し
ま
す
。

Q
市
が
有
償
で
購
入
し
た
土
地
を
無
償
譲
渡
す

市
が
有
償
で
購
入
し
た
土
地
を
無
償
譲
渡
す

る
こ
と
は
、市
の
損
失
に
な
る
の
で
、監
査

る
こ
と
は
、市
の
損
失
に
な
る
の
で
、監
査

請
求
の
対
象
で
は
。

請
求
の
対
象
で
は
。

A
公
設
で
運
営
す
る
場
合
、施
設
も
老
朽
化
す

公
設
で
運
営
す
る
場
合
、施
設
も
老
朽
化
す

る
た
め
、長
期
的
に
見
て
不
利
益
と
は
考
え

る
た
め
、長
期
的
に
見
て
不
利
益
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

て
い
ま
せ
ん
。

Q
行
政
訴
訟
の
対
象
に
な
る
の
で
は
。

行
政
訴
訟
の
対
象
に
な
る
の
で
は
。

A
土
地
の
無
償
譲
渡
は
、不
当
、違
法
で
は
な

土
地
の
無
償
譲
渡
は
、不
当
、違
法
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。

い
と
考
え
ま
す
。

◆ ひまわり苑等の無償譲
渡
◆ 市民課窓口の民間業者
への業務委託
◆ 市の公共交通の整備

な
ぜ

ひ
ま
わ
り
苑
を

無
償
譲
渡
か

久
保
木 

宗
一 

議
員

く　

ぼ　

き　

そ
う
い
ち
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3月定例会  8人の議員が一般質問

質問事項

新型コロナウイルス感染症対策本部会議（４月８日開催）

Q
市
と
し
て
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
対
策
は
。

市
と
し
て
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
対
策
は
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
連
絡
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
連
絡
会

議
を
議
を
2
月
4
日
に
設
置
し
、

日
に
設
置
し
、2
月
2727
日
に
は

日
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し

ま
し
た
。市
が
主
催（
共
催
）す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

ま
し
た
。市
が
主
催（
共
催
）す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

延
期
や
中
止
な
ど

延
期
や
中
止
な
ど

を
行
う
場
合
の
基

を
行
う
場
合
の
基

本
方
針
の
策
定
、

本
方
針
の
策
定
、

不
特
定
多
数
の
人

不
特
定
多
数
の
人

が
集
ま
る
市
の
施

が
集
ま
る
市
の
施

設
の
休
館
な
ど
を

設
の
休
館
な
ど
を

決
定
し
ま
し
た
。

決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、文
部
科
学

ま
た
、文
部
科
学

省
の
要
請
で
市
内

省
の
要
請
で
市
内

小
中
学
校
の
休
校

小
中
学
校
の
休
校

を
3
月
2
日
か
ら

日
か
ら

実
施
し
ま
し
た
。

実
施
し
ま
し
た
。

Q
歴
史
的
に
見
る
と
、世
界
的
に
広
が
る
感
染

歴
史
的
に
見
る
と
、世
界
的
に
広
が
る
感
染

症
は
、感
染
拡
大
と
同
時
に
未
知
の
も
の
へ

症
は
、感
染
拡
大
と
同
時
に
未
知
の
も
の
へ

の
不
安
や
恐
怖
を
広
げ
て
い
く
。そ
れ
を
防
ぐ
に
は

の
不
安
や
恐
怖
を
広
げ
て
い
く
。そ
れ
を
防
ぐ
に
は

冷
静
な
対
応
が
重
要
。市
内
で
感
染
者
が
発
生
し
た

冷
静
な
対
応
が
重
要
。市
内
で
感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
は
。

場
合
の
対
応
は
。

A
基
本
的
な
対
応
は
県
が
所
管
し
ま
す
。帰
国

基
本
的
な
対
応
は
県
が
所
管
し
ま
す
。帰
国

者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
が
香
取
保
健
所

者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
が
香
取
保
健
所

に
開
設
さ
れ
、症
状
が
疑
わ
れ
る
人
を
帰
国
者
・
接

に
開
設
さ
れ
、症
状
が
疑
わ
れ
る
人
を
帰
国
者
・
接

触
者
外
来
に
案
内
し
ま
す
。

触
者
外
来
に
案
内
し
ま
す
。

未
来
に
つ
な
ぐ
聖
火
リ
レ
ー
を

Q
市
を
走
行
す
る
聖
火
リ
レ
ー
は
、ど
こ
か
ら

市
を
走
行
す
る
聖
火
リ
レ
ー
は
、ど
こ
か
ら

観
覧
で
き
る
の
か
。

観
覧
で
き
る
の
か
。

A
ラ
ン
ナ
ー
が
舟
に
乗
り
、入
船
橋
緑
地
広
場

ラ
ン
ナ
ー
が
舟
に
乗
り
、入
船
橋
緑
地
広
場

か
ら
与
倉
屋
大
土
蔵
付
近
ま
で
の
約

か
ら
与
倉
屋
大
土
蔵
付
近
ま
で
の
約
8
0
0

ｍ
を
走
行
す
る
た
め
、小
野
川
の
両
岸
に
な
る
と
考

ｍ
を
走
行
す
る
た
め
、小
野
川
の
両
岸
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

え
ま
す
。

Q
聖
火
リ
レ
ー
は
香
取
市
を
世
界
中
に
知
っ
て

聖
火
リ
レ
ー
は
香
取
市
を
世
界
中
に
知
っ
て

も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
。各
種
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
。各
種
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
て
も
ら
え
れ
ば
さ
ら
に
周
知
で
き
る
と
考
え
る

上
げ
て
も
ら
え
れ
ば
さ
ら
に
周
知
で
き
る
と
考
え
る

が
、見
解
は
。

が
、見
解
は
。

A
県
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進

県
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進

局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
準
備
を
進
め
ま
す
。

局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
準
備
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
便
利
な
市
役
所
・
支
所
を

Q
市
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
状

市
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
状

況
と
今
後
の
利
用
拡
大
は
。

況
と
今
後
の
利
用
拡
大
は
。

A
市
県
民
税
、固
定
資
産
税
、都
市
計
画
税
、軽

市
県
民
税
、固
定
資
産
税
、都
市
計
画
税
、軽

自
動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険

自
動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険

料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、ク
レ
ジ
ッ

料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
と
ラ
イ
ン
ペ
イ
で
対
応
し
て
い
ま
す
。今

ト
カ
ー
ド
と
ラ
イ
ン
ペ
イ
で
対
応
し
て
い
ま
す
。今

後
は
、先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
市
民
ニ

後
は
、先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
市
民
ニ

ー
ズ
や
費
用
対
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、調
査
研
究

ー
ズ
や
費
用
対
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、調
査
研
究

し
ま
す
。

し
ま
す
。

Q
休
日
や
市
役
所
以
外
の
場
所
で
も
証
明
書
等

休
日
や
市
役
所
以
外
の
場
所
で
も
証
明
書
等

を
受
け
取
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
は
。

を
受
け
取
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
は
。

A
令
和
元
年

令
和
元
年
1212
月
末
ま
で
に
、住
民
票
の
写
し

月
末
ま
で
に
、住
民
票
の
写
し

2
2
8

2
2
8
通
、印
鑑
登
録
証
明
書

通
、印
鑑
登
録
証
明
書
2
3
9

2
3
9
通
を
通
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

発
行
し
て
い
ま
す
。

◆ 東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック
◆ 新型コロナウイルスへ
の対策
◆ 災害対策・安心安全な
まちづくり
◆ サイバー攻撃への対策
と情報セキュリティ対
策
◆ 市役所・支所の利便性
向上

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
冷
静
な
対
応
を

加
藤 

裕
太 

議
員

か　
と
う 

ゆ
う　
た
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質問事項

城山第２浄水場浄水施設

Q
市
民
の
暮
ら
し
向
上
、要
望
満
足
度
向
上
に

市
民
の
暮
ら
し
向
上
、要
望
満
足
度
向
上
に

ど
う
応
え
る
の
か
。

ど
う
応
え
る
の
か
。

A
市
民
ニ
ー
ズ
に
で
き
る
限
り
応
え
た
い
と
考

市
民
ニ
ー
ズ
に
で
き
る
限
り
応
え
た
い
と
考

え
ま
す
が
、財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、選

え
ま
す
が
、財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、選

択
と
集
中
に
よ
っ
て
市
政
を
運
営
し
ま
す
。ま
た
、

択
と
集
中
に
よ
っ
て
市
政
を
運
営
し
ま
す
。ま
た
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
な
ど
限
ら
れ
た
経
営
資
源

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
な
ど
限
ら
れ
た
経
営
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
ま
す
。

を
最
大
限
に
活
用
し
ま
す
。

Q
合
併
に
伴
う
新
市
建
設
計
画
事
業
の
現
在
ま

合
併
に
伴
う
新
市
建
設
計
画
事
業
の
現
在
ま

で
の
達
成
状
況
・
達
成
率
は
。

で
の
達
成
状
況
・
達
成
率
は
。

A
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、基
金
の
造
成
と
建

合
併
特
例
債
を
活
用
し
、基
金
の
造
成
と
建

設
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。平
成

設
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。平
成
3030
年

度
末
の
建
設
事
業
分
の
合
併
特
例
債
活
用
額
は
、起

度
末
の
建
設
事
業
分
の
合
併
特
例
債
活
用
額
は
、起

債
限
度
額
の

債
限
度
額
の
6767
%
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

を
執
行
し
て
い
ま
す
。

Q
合
併
効
果
の
地
方
交
付
税
算
定
替
え
で
、一

合
併
効
果
の
地
方
交
付
税
算
定
替
え
で
、一

本
算
定
と
の
比
較
で
最
終
的
な
差
額
は
。

本
算
定
と
の
比
較
で
最
終
的
な
差
額
は
。

A
平
成
平
成
1818
年
度
か
ら

年
度
か
ら
1515
年
間
の
総
額
は
、一

年
間
の
総
額
は
、一

本
算
定
の
額
が
約

本
算
定
の
額
が
約
9
6
6

9
6
6
億
円
、実
交
付
額

億
円
、実
交
付
額

が
1
1
6
8

1
1
6
8
億
円
で
、差
は
約

億
円
で
、差
は
約
2
0
2

2
0
2
億
円
で
す
。

億
円
で
す
。

上
下
水
道
事
業
お
よ
び

料
金
等
の
見
通
し
は

Q
水
道
施
設
整
備
計
画
の
更
新
事
業
の
見
通

水
道
施
設
整
備
計
画
の
更
新
事
業
の
見
通

し
は
。

し
は
。

A
水
道
施
設
は
建
設
か
ら

水
道
施
設
は
建
設
か
ら
4040
年
以
上
を
経
過
す

年
以
上
を
経
過
す

る
施
設
が
あ
り
、特
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
施
設
が
あ
り
、特
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
小
見
川
・
山
田
地
区
水
道
事
業
は
、城
山
浄
水
場

る
小
見
川
・
山
田
地
区
水
道
事
業
は
、城
山
浄
水
場

の
更
新
、送
配
水
施
設
の
更
新
に
よ
る
施
設
の
統
廃

の
更
新
、送
配
水
施
設
の
更
新
に
よ
る
施
設
の
統
廃

合
お
よ
び
栗
源
地
区
簡
易
水
道
事
業
の
統
合
を
考
慮

合
お
よ
び
栗
源
地
区
簡
易
水
道
事
業
の
統
合
を
考
慮

し
、水
道
施
設
統
廃
合
事
業
と
し
て
、平
成

し
、水
道
施
設
統
廃
合
事
業
と
し
て
、平
成
2929
年
度
年
度

か
ら
着
手
し
、全
体
事
業
費
は
約

か
ら
着
手
し
、全
体
事
業
費
は
約
1
5
7

1
5
7
億
円
を
見

億
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

込
ん
で
い
ま
す
。

Q
下
水
道
事
業
の
使
用
料
と
水
道
料
金
は
、県

下
水
道
事
業
の
使
用
料
と
水
道
料
金
は
、県

下
で
そ
れ
ぞ
れ
何
番
目
に
高
い
の
か
。

下
で
そ
れ
ぞ
れ
何
番
目
に
高
い
の
か
。

A
水
道
料
金
は
県
内

水
道
料
金
は
県
内
4343
事
業
体
の
中
で
、

事
業
体
の
中
で
、1010
㎥

使
用
時
で
上
か
ら

使
用
時
で
上
か
ら
9
番
目
、

番
目
、2020
㎥
使
用
時
で

㎥
使
用
時
で

5
番
目
で
す
。公
共
下
水
道
使
用
料
は
県
内

番
目
で
す
。公
共
下
水
道
使
用
料
は
県
内
3434
事
業
事
業

体
の
中
で
、

体
の
中
で
、1010
㎥
使
用
時
で
上
か
ら

㎥
使
用
時
で
上
か
ら
1010
番
目
、

番
目
、2020
㎥

使
用
時
で

使
用
時
で
1313
番
目
で
す
。

番
目
で
す
。

◆ 市の2020年度予算の
特徴と市長の考え
◆ 1市3町の合併の検証
と現在までの到達
◆ 人口減少・高齢化の急
速な進展と上下水道事
業および料金等の見通
し
◆ 今後の都市計画事業の
方向性

２
０
２
０
年
度

予
算
の
特
徴
と

市
長
の
考
え
は

根
本 

義
郎 

議
員

ね　
も
と 

よ
し
ろ
う

かとり市議会だより No.57 14



3月定例会  8人の議員が一般質問

質問事項

香取おみがわ医療センター外来診療科

Q
令
和
元
年

令
和
元
年
9
月
以
降
の
病
床
稼
働
率
と
医
業

月
以
降
の
病
床
稼
働
率
と
医
業

収
益
状
況
は
。

収
益
状
況
は
。

A
新
病
院
開
院
後
、

新
病
院
開
院
後
、1
月
末
ま
で
で
、入
院
収

月
末
ま
で
で
、入
院
収

益
7
億
1
6
8
2

1
6
8
2
万
4
6
2
1

4
6
2
1
円
、
外
来

円
、
外
来

収
益
収
益
3
億
8
2
3
6

8
2
3
6
万
7
6
8

7
6
8
円
で
す
。

円
で
す
。

Q
医
師
招
聘
策
の
成
果
と
令
和

医
師
招
聘
策
の
成
果
と
令
和
2
年
度
に
予
算

年
度
に
予
算

化
さ
れ
た
千
葉
大
学
寄
附
講
座
の
詳
細
は
。

化
さ
れ
た
千
葉
大
学
寄
附
講
座
の
詳
細
は
。

A
1
月
か
ら
内
科
に
女
性
医
師

月
か
ら
内
科
に
女
性
医
師
1
人
を
採
用
し
、

人
を
採
用
し
、

4
月
か
ら
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院

月
か
ら
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院

か
ら
派
遣
さ
れ
る
医
師
に
よ
り
、形
成
外
科
の
診
療

か
ら
派
遣
さ
れ
る
医
師
に
よ
り
、形
成
外
科
の
診
療

が
始
ま
り
ま
す
。地
域
医
療
を
理
解
す
る
優
秀
な
医

が
始
ま
り
ま
す
。地
域
医
療
を
理
解
す
る
優
秀
な
医

療
人
材
の
育
成
、地
域
実
地
診
療
に
お
け
る
専
門
診

療
人
材
の
育
成
、地
域
実
地
診
療
に
お
け
る
専
門
診

療
科
の
設
置
、キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
研
究
活
動

療
科
の
設
置
、キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
研
究
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

を
支
援
し
ま
す
。

Q
長
期
展
望
に
立
っ
た
医
師
養
成
の
た
め
、市

長
期
展
望
に
立
っ
た
医
師
養
成
の
た
め
、市

独
自
の
奨
学
金
制
度
の
設
立
を
。

独
自
の
奨
学
金
制
度
の
設
立
を
。

A
県
で
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。市
が
県
の

県
で
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。市
が
県
の

制
度
に
上
乗
せ
す
る
よ
う
な
制
度
を
考
え
ま

制
度
に
上
乗
せ
す
る
よ
う
な
制
度
を
考
え
ま

す
。
す
。

安
全
で
良
質
の
美
味
し
い

学
校
給
食
を

Q
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
食
育
は
、心
身
の
成

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
食
育
は
、心
身
の
成

長
お
よ
び
人
格
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及

長
お
よ
び
人
格
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
心
と
体
を
培
い
、

ぼ
し
、生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
心
と
体
を
培
い
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く
基
礎
と
な
る
も
の
で

豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く
基
礎
と
な
る
も
の
で

あ
る
。学
校
給
食
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

あ
る
。学
校
給
食
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。ま
た
、

る
か
。ま
た
、4
月
か
ら
値
上
げ
に
な
る
学
校
給
食

月
か
ら
値
上
げ
に
な
る
学
校
給
食

の
改
善
点
は
何
か
。

の
改
善
点
は
何
か
。

A
単
な
る
昼
食
で
は
な
く
、教
育
活
動
の
一
環

単
な
る
昼
食
で
は
な
く
、教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。米
飯
は
白
米
ご

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。米
飯
は
白
米
ご

飯
だ
け
で
な
く
、味
付
け
ご
飯
な
ど
に
す
る
こ
と
で

飯
だ
け
で
な
く
、味
付
け
ご
飯
な
ど
に
す
る
こ
と
で

使
用
で
き
る
食
材
が
広
が
り
、多
彩
な
献
立
を
提
供

使
用
で
き
る
食
材
が
広
が
り
、多
彩
な
献
立
を
提
供

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

Q
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

の
声
は
聴
い
て
い
る
か
。ま
た
、献
立
表
の

の
声
は
聴
い
て
い
る
か
。ま
た
、献
立
表
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は
。

A
平
成
平
成
2525
年
度
お
よ
び
平
成

年
度
お
よ
び
平
成
2929
年
度
に
、児
童
・

年
度
に
、児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、平
成

生
徒
を
対
象
に
、平
成
3030
年
度
に
は
、給
食

年
度
に
は
、給
食

試
食
会
で
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

試
食
会
で
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
献
立
表
の
掲
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
献
立
表
の
掲
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
食
材
の
安
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法
と
食
物
ア

食
材
の
安
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法
と
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
は
。

レ
ル
ギ
ー
対
策
は
。

A
見
積
書
を
受
領
す
る
と
き
に
、成
分
表
、産
地
、

見
積
書
を
受
領
す
る
と
き
に
、成
分
表
、産
地
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
を
求
め
、栄
養
士
全

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
を
求
め
、栄
養
士
全

員
で
精
査
し
食
材
を
選
定
し
て
い
ま
す
。調
理
で
は
、

員
で
精
査
し
食
材
を
選
定
し
て
い
ま
す
。調
理
で
は
、

食
材
ご
と
に
異
物
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

食
材
ご
と
に
異
物
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

◆ 香取おみがわ医療セン
ターの現況
◆ 学校給食の現状と改善
策
◆ 佐原駅周辺地区複合公
共施設整備の進捗状況

香
取
お
み
が
わ
医
療

セ
ン
タ
ー
の
現
況
は

河
野 

節
子 

議
員

こ
う　
の　 

せ
つ　
こ

かとり市議会だより No.5717

質問事項

子育て世代包括支援センター（虐待相談窓口）

Q
児
童
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、周
囲
の
大
人
の
目

児
童
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、周
囲
の
大
人
の
目

が
不
可
欠
。虐
待
の
疑
い
を
感
じ
た
と
き
の

が
不
可
欠
。虐
待
の
疑
い
を
感
じ
た
と
き
の

連
絡
先
お
よ
び
相
談
の
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

連
絡
先
お
よ
び
相
談
の
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

A
市
で
は
、虐
待
の
相
談
窓
口
を
子
育
て
世
代

市
で
は
、虐
待
の
相
談
窓
口
を
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

休
日
夜
間
の
対
応
と
し
て
、

休
日
夜
間
の
対
応
と
し
て
、2424
時
間
対
応
の
児
童
相

時
間
対
応
の
児
童
相

談
所
全
国
共
通
ダ

談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル

イ
ヤ
ル
1
8
9

を
紹
介
し
て
い
ま

を
紹
介
し
て
い
ま

す
。市
に
相
談
が

す
。市
に
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、

あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
緊
急
受

速
や
か
に
緊
急
受

理
会
議
を
開
催
し
、

理
会
議
を
開
催
し
、

緊
急
性
の
度
合
い

緊
急
性
の
度
合
い

等
状
況
に
応
じ
て

等
状
況
に
応
じ
て

児
童
相
談
所
へ
連

児
童
相
談
所
へ
連

絡
し
ま
す
。

絡
し
ま
す
。

Q
い
じ
め
早
期
発
見
の
た
め
の
施
策
や
、い
じ

い
じ
め
早
期
発
見
の
た
め
の
施
策
や
、い
じ

め
を
受
け
た
児
童
が
先
生
や
周
囲
に
相
談
し

め
を
受
け
た
児
童
が
先
生
や
周
囲
に
相
談
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

A
各
学
校
で
は
、定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

各
学
校
で
は
、定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、い
じ
め
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

い
、い
じ
め
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、教
員
が
児
童
生
徒
の
様
子
を
観
察
し
、情
報

ま
た
、教
員
が
児
童
生
徒
の
様
子
を
観
察
し
、情
報

を
共
有
し
な
が
ら
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

を
共
有
し
な
が
ら
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

Q
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
を
防
止

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
を
防
止

す
る
た
め
、何
か
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
。

す
る
た
め
、何
か
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
。

A
各
学
校
で
は
外
部
講
師
を
招
き
、児
童
生
徒

各
学
校
で
は
外
部
講
師
を
招
き
、児
童
生
徒

向
け
の
講
習
を
開
催
す
る
な
ど
、情
報
モ
ラ

向
け
の
講
習
を
開
催
す
る
な
ど
、情
報
モ
ラ

ル
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、「
我
が
家
の

ル
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、「
我
が
家
の

携
帯
・
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
十
カ
条
」と
し
て
、ル
ー
ル

携
帯
・
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
十
カ
条
」と
し
て
、ル
ー
ル

を
決
め
て
使
用
さ
せ
る
よ
う
保
護
者
に
依
頼
す
る
な

を
決
め
て
使
用
さ
せ
る
よ
う
保
護
者
に
依
頼
す
る
な

ど
、家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

ど
、家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

香
取
市
に
移
住
し
て
い
た
だ
け
る

人
に
支
援
を

Q
香
取
市
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地

香
取
市
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
移
住
者
支
援
と
し
て
の

域
お
こ
し
協
力
隊
の
移
住
者
支
援
と
し
て
の

可
能
性
は
。

可
能
性
は
。

A
令
和
令
和
2
年
度
よ
り
隊
員
を
受
け
入
れ
、地
域

年
度
よ
り
隊
員
を
受
け
入
れ
、地
域

協
力
活
動
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
想
定
で
す
。

協
力
活
動
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
想
定
で
す
。

市
の
災
害
対
策
は

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
が
、避
難
所
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

い
る
が
、避
難
所
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
は
。

策
は
。

A
避
難
所
の
感
染
予
防
目
的
と
し
て
、飛
散
防

避
難
所
の
感
染
予
防
目
的
と
し
て
、飛
散
防

止
用
マ
ス
ク

止
用
マ
ス
ク
9
7
0
0

9
7
0
0
枚
、消
毒
用
ア
ル
コ

枚
、消
毒
用
ア
ル
コ

ー
ル
タ
オ
ル

ー
ル
タ
オ
ル
5050
人
用
人
用
3030
個
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

個
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

Q
台
風
台
風
1515
号
の
と
き
、電
気
の
あ
り
が
た
み
を

号
の
と
き
、電
気
の
あ
り
が
た
み
を

痛
感
し
た
。防
災
無
線
の
屋
外
子
局
を
含
め
、

痛
感
し
た
。防
災
無
線
の
屋
外
子
局
を
含
め
、

長
期
停
電
時
の
電
源
確
保
の
対
応
策
は
。

長
期
停
電
時
の
電
源
確
保
の
対
応
策
は
。

A
発
電
機
な
ど
の
リ
ー
ス
業
者
と
の
災
害
協
定

発
電
機
な
ど
の
リ
ー
ス
業
者
と
の
災
害
協
定

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。屋
外
子

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。屋
外
子

局
は
多
額
の
財
政
負
担
も
伴
う
こ
と
か
ら
、国
の
補

局
は
多
額
の
財
政
負
担
も
伴
う
こ
と
か
ら
、国
の
補

助
事
業
な
ど
を
注
視
し
、多
様
な
情
報
伝
達
手
段
を

助
事
業
な
ど
を
注
視
し
、多
様
な
情
報
伝
達
手
段
を

研
究
し
効
果
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

研
究
し
効
果
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

◆ 児童虐待およびいじめ
防止対策
◆ 移住者支援
◆ 災害対策
◆ デマンド交通

児
童
虐
待
や

い
じ
め
を

見
逃
さ
な
い
ま
ち
へ

千
年 

正
浩 

議
員

ち　
と
せ 

ま
さ
ひ
ろ
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3月定例会  8人の議員が一般質問

質問事項

標高5.8m（Y.P.※水位6.62m）、収容人員390人の佐原小学校体育館
※江戸川工事基準面

Q
利
根
川
堤
防
右
岸
で
氾
濫
危
険
度
の
高
い
地

利
根
川
堤
防
右
岸
で
氾
濫
危
険
度
の
高
い
地

域
は
。ま
た
、場
所
は
何
㎞
か
ら
何
㎞
ま
で
か
。

域
は
。ま
た
、場
所
は
何
㎞
か
ら
何
㎞
ま
で
か
。

A
市
の
水
防
計
画
で
は
、津
宮
付
近
が
重
要
水

市
の
水
防
計
画
で
は
、津
宮
付
近
が
重
要
水

防
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。距
離
は
、利
根

防
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。距
離
は
、利
根

川
の
キ
ロ
杭
で

川
の
キ
ロ
杭
で
3535
・
7575
㎞
か
ら

㎞
か
ら
3636
・
5050
㎞
の
地
点
で
す
。

㎞
の
地
点
で
す
。

水
害
弱
者
を
守
る
に
は

Q
市
は
、台
風

市
は
、台
風
1919
号
発
生
時「
香
取
中
学
校
へ

号
発
生
時「
香
取
中
学
校
へ

一
時
避
難
し
た
住
民
に
バ
ス
を
出
す
の
で
他

一
時
避
難
し
た
住
民
に
バ
ス
を
出
す
の
で
他

の
避
難
所
等
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。市
は
責
任
を

の
避
難
所
等
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。市
は
責
任
を

取
れ
な
い
」と
怒
っ
て
い
た
が
、今
後
も
自
力
避
難

取
れ
な
い
」と
怒
っ
て
い
た
が
、今
後
も
自
力
避
難

で
き
な
い
住
民
を
バ
ス
な
ど
で
搬
送
し
て
く
れ
る
の

で
き
な
い
住
民
を
バ
ス
な
ど
で
搬
送
し
て
く
れ
る
の

か
。
か
。A

自
衛
隊
に
よ
る
バ
ス
、ト
ラ
ッ
ク
で
の
搬
送

自
衛
隊
に
よ
る
バ
ス
、ト
ラ
ッ
ク
で
の
搬
送

の
ほ
か
、市
民
バ
ス
に
よ
る
搬
送
も
実
施
し

の
ほ
か
、市
民
バ
ス
に
よ
る
搬
送
も
実
施
し

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
状
況
も
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
状
況
も
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

Q
佐
原
駅
周
辺
の
旧
清
見
屋
跡
地
へ
建
設
予
定

佐
原
駅
周
辺
の
旧
清
見
屋
跡
地
へ
建
設
予
定

の
複
合
公
共
施
設
は
、周
辺
が
浸
水
孤
立
す

の
複
合
公
共
施
設
は
、周
辺
が
浸
水
孤
立
す

る
が
、避
難
所
と
し
て
の
予
定
は
。

る
が
、避
難
所
と
し
て
の
予
定
は
。

A
自
主
避
難
所
と
す
る
計
画
で
、自
家
発
電
装

自
主
避
難
所
と
す
る
計
画
で
、自
家
発
電
装

置
な
ど
も
整
備
す
る
予
定
で
す
。

置
な
ど
も
整
備
す
る
予
定
で
す
。

Q
佐
原
小
学
校
体
育
館
は
、周
辺
が
水
没
す
る

佐
原
小
学
校
体
育
館
は
、周
辺
が
水
没
す
る

こ
と
か
ら
避
難
所
に
指
定
で
き
な
い
と
の
こ

こ
と
か
ら
避
難
所
に
指
定
で
き
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、体
育
館
の
裏
か
ら
の
出
入
り
と
牧
野
の
観

と
だ
が
、体
育
館
の
裏
か
ら
の
出
入
り
と
牧
野
の
観

福
寺
ま
で
通
行
可
能
で
あ
る
。自
主
避
難
所
と
し
て

福
寺
ま
で
通
行
可
能
で
あ
る
。自
主
避
難
所
と
し
て

位
置
付
け
で
き
な
い
か
。

位
置
付
け
で
き
な
い
か
。

A
周
辺
が
浸
水
地
域
で
あ
り
、浸
水
し
た
場
合
、

周
辺
が
浸
水
地
域
で
あ
り
、浸
水
し
た
場
合
、

孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、洪

孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、洪

水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
想
定
以
上
に
水
位
が
高
く

水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
想
定
以
上
に
水
位
が
高
く

な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、避
難
所
と
し
て
の
指
定

な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、避
難
所
と
し
て
の
指
定

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

防
災
公
園
の
設
置
を

Q
避
難
で
き
る
防
災
公
園
と
し
て
、閉
校
に
な

避
難
で
き
る
防
災
公
園
と
し
て
、閉
校
に
な

っ
た
学
校
の
校
庭
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し
、

っ
た
学
校
の
校
庭
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
場
と
し
て
、地
域
の
高

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
場
と
し
て
、地
域
の
高

齢
者
へ
管
理
費
を
支
払
い
管
理
を
委
託
し
て
は
。

齢
者
へ
管
理
費
を
支
払
い
管
理
を
委
託
し
て
は
。

A
避
難
所
、避
難
場
所
の
拡
充
は
、重
要
な
課

避
難
所
、避
難
場
所
の
拡
充
は
、重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。民
間
の
活
用
を
含

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。民
間
の
活
用
を
含

め
、検
討
し
て
い
ま
す
。

め
、検
討
し
て
い
ま
す
。

◆ 利根川氾濫危険度と避
難対策

市
民
の
命
を
守
る

避
難
所
増
設
を

久
保
木 

清
司 

議
員

く　

ぼ　

き　

せ
い　
じ
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質問事項

国指定史跡阿玉台貝塚

Q
再
生
土
処
分
場
へ
の
大
型
ダ
ン
プ
の
通
行

再
生
土
処
分
場
へ
の
大
型
ダ
ン
プ
の
通
行

に
よ
り
、生
活
道
路
の
破
損
が
進
ん
で
い
る
。

に
よ
り
、生
活
道
路
の
破
損
が
進
ん
で
い
る
。

道
路
破
損
や
破
壊
が
進
ま
な
い
よ
う
、道
路
管
理
に

道
路
破
損
や
破
壊
が
進
ま
な
い
よ
う
、道
路
管
理
に

対
す
る
抜
本
的
な
方
針
を
持
つ
べ
き
で
は
。

対
す
る
抜
本
的
な
方
針
を
持
つ
べ
き
で
は
。

A
道
路
法
に
基
づ
く
条
例
の
制
定
は
、他
市
町

道
路
法
に
基
づ
く
条
例
の
制
定
は
、他
市
町

村
の
状
況
を
調
査
・
確
認
し
た
上
で
検
討
し

村
の
状
況
を
調
査
・
確
認
し
た
上
で
検
討
し

ま
す
。

ま
す
。

若
者
の
定
住
促
進
に
向
け
て
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

Q
学
校
給
食
費
が
、令
和

学
校
給
食
費
が
、令
和
2
年
度
か
ら
小
学
校

年
度
か
ら
小
学
校

で
1
カ
月
カ
月
5
9
4

5
9
4
円
、
中
学
校
で

円
、
中
学
校
で
6
6
6

円
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。学
校
給
食
費
の

円
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。学
校
給
食
費
の

無
償
化
は
、児
童
生
徒
の
食
育
の
推
進
、保
護
者
の

無
償
化
は
、児
童
生
徒
の
食
育
の
推
進
、保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
、少
子
化
対
策
と
若

経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
、少
子
化
対
策
と
若

者
の
定
住
促
進
が
図
ら
れ
る
の
で
は
。

者
の
定
住
促
進
が
図
ら
れ
る
の
で
は
。

A
学
校
給
食
を
無
償
化
し
た
場
合
の
経
費
は

学
校
給
食
を
無
償
化
し
た
場
合
の
経
費
は
2

億
2
3
0
0

2
3
0
0
万
円
と
な
り
、困
難
な
状
況
で

万
円
と
な
り
、困
難
な
状
況
で

す
。
す
。

Q
「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
広
域
避
難
に
関

「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
広
域
避
難
に
関

す
る
協
定
書
」が
、香
取
市
と
大
洗
町
で
締

す
る
協
定
書
」が
、香
取
市
と
大
洗
町
で
締

結
さ
れ
て
い
る
。避
難
事
故
の
場
合
、香
取
市
民
の

結
さ
れ
て
い
る
。避
難
事
故
の
場
合
、香
取
市
民
の

避
難
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。香
取
市
民
と

避
難
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。香
取
市
民
と

大
洗
町
民
の
命
を
守
る
こ
と
は
、東
海
第
二
原
発
の

大
洗
町
民
の
命
を
守
る
こ
と
は
、東
海
第
二
原
発
の

再
稼
働
を
止
め
る
こ
と
で
は
。

再
稼
働
を
止
め
る
こ
と
で
は
。

A
広
域
避
難
は
、あ
く
ま
で
も
基
本
協
定
で
、

広
域
避
難
は
、あ
く
ま
で
も
基
本
協
定
で
、

避
難
の
方
法
、避
難
所
な
ど
へ
の
収
容
は
、

避
難
の
方
法
、避
難
所
な
ど
へ
の
収
容
は
、

大
洗
町
と
協
議
を
継
続
し
取
り
ま
と
め
ま
す
。

大
洗
町
と
協
議
を
継
続
し
取
り
ま
と
め
ま
す
。

縄
文
ロ
マ
ン
の
阿
玉
台
貝
塚
の

整
備
、
保
存
対
策
を

Q
史
跡
阿
玉
台
貝
塚
は
、縄
文
ロ
マ
ン
を
醸
し

史
跡
阿
玉
台
貝
塚
は
、縄
文
ロ
マ
ン
を
醸
し

出
す
貴
重
な
史
跡
文
化
で
す
。こ
の
整
備
、

出
す
貴
重
な
史
跡
文
化
で
す
。こ
の
整
備
、

保
存
の
方
針
は
。

保
存
の
方
針
は
。

A
改
正
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
の
方
針
に
基
づ

改
正
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
の
方
針
に
基
づ

き
、市
内
全
体
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に

き
、市
内
全
体
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に

関
す
る
総
合
的
な
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
準
備
を

関
す
る
総
合
的
な
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

進
め
て
い
ま
す
。

Q
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、市
民
の

香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、市
民
の

医
療
拠
点
と
し
て
重
要
度
が
増
し
て
い
る
。

医
療
拠
点
と
し
て
重
要
度
が
増
し
て
い
る
。

そ
の
現
状
は
。

そ
の
現
状
は
。

A
令
和
元
年

令
和
元
年
9
月
の
開
院
後
、
病
床
規
模

月
の
開
院
後
、
病
床
規
模

1
0
0

1
0
0
床
で
病
床
利
用
率
は

床
で
病
床
利
用
率
は
8484
％
で
す
。外

％
で
す
。外

来
患
者
数
は
、

来
患
者
数
は
、1
日
平
均

日
平
均
4
3
8

4
3
8
・
3
人
で
、順
調
に

人
で
、順
調
に

ス
タ
ー
ト
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

◆ 市道の管理方針
◆ 学校給食の在り方
◆ 東海第二原発事故に対
する大洗町との避難協
定
◆ 史跡阿玉台貝塚の保存
に対する取り組み
◆ 香取おみがわ医療セン
ターの管理運営方針

市
道
の
破
損
を

防
止
す
る
た
め
の

抜
本
的
な
対
策
を

宇
井 

正
一 

議
員

う　

い 

し
ょ
う
い
ち
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6月
市議会を見学しませんか？

ご利用ください！
市議会会議録と議会中継

編集後記

定例会
の日程

議会は、どなたでも傍聴できます。
開会日に直接7階、傍聴席入口まで
お越しください。

こだわりの逸品を生み出す香取の匠たちをご紹介します

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/
香取市議会ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/gikai/

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

本会議

本会議（一般質問調整日）

常任委員会

本会議

 6/ 2（火） 4（木） 

 6/ 10（水） 11（木） 12（金）

  15（月） 16（火）

  19（金）

株式会社　芝山農園（福田）

代表取締役 篠塚 佳典さん
しの つか よし のり

※上記は予定であり、変更となる場合があります。
※請願・陳情の6月定例会での受け付けは、5月22日（金）午後4時ま
でとなります。

新型コロナウイルスの感染拡大に際し、不安や心配になるこ
とも多いと思いますが、政府や県、市等の発表する正確な情
報を得て、不要不急の外出を控えることや、こまめな手洗い、
咳エチケット、３つの密（換気の悪い密閉空間・多数が集ま
る密集場所・間近で会話をする密接場面）を避けることなど、
今できる対策に集中して、それらを行っていただきたいと思

います。また、政府等各種の支援策も始まっていますので、
ご活用ください。３月定例会では市の令和２年度予算が成立
しました。予算とは、市の事業内容の収入支出を見積もった
もので、香取市の１年間の動きを決める重要なものです。一
部ではありますが議会だよりの紙面でご紹介していますので、
ご確認ください。　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤）

編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

市議会をより詳しく知りたいときは

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧で
きます。1月臨時会の会議録
までご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ
中継は、市議会ホーム
ページで視聴できます。
録画映像は、おおむね1
週間後から視聴可能です。

新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴う開館状況は
各施設にお問い合わせください。

3月定例会のライブ中継
視聴者数は 124人、2月
25日から3月31日まで
の録画再生件数は 208
件でした。

議会中継会議録

10

19人34人

10

35人58人

10

49人

10
10

傍聴に訪れた人数（H31.3月～R2.3月）
H31.3月 R2.3月R1.6月 R1.9月 R1.12月

Vol.7

　今まで誰も見たことのない農業、かかわる全ての
人が笑顔になる農業。そんな「オモシロ農業」を実践
する芝山農園。代表の篠塚さんは、香取市の特産品で
あるサツマイモに15年前から着目し、商品開発・研
究をしてきました。
　芝山農園を一躍有名にしたのは、寝た芋（焼き芋）
です。「ちば香取のすぐれもの」に認定されたほか、
数々の賞を受賞してきた商品で、2020年2月に開催
された「さつまいも博」第1回全国焼き芋グランプリ

では準グランプリに輝き、その名を全国に広めました。
　寝た芋の製造には、栽培、貯蔵、焼成、販売に至る
までなんと、250日もの期間を要します。どの工程で
も一切手を抜かず商品になる。そんな至極の逸品を
味わうには、市内観光施設さわら町屋館（CAFE NE
TAIMO）や道の駅「水の郷さわら」などで購入でき
ます。
　自然の甘さたっぷりの焼き芋を、この夏は冷やし
て食べてみるのも良いのではないでしょうか。

地域資源の価値を
上げ、農業業界の
底上げを図る。
～農産物の６次産業化への道～
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